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(１) 許可・届出を要しない土石の堆積 

法第 12 条第１項又は法第 30 条第１項に基づく許可若しくは法第 27 条に基づく届出を要しな

い土石の堆積は、以下のいずれかに該当する土石の堆積です。 

 

① 公共施設用地において土石を堆積する行為 

② 土石の堆積を行う土地の面積が 300 ㎡を超えないもの 

③ 土石の堆積の厚さが 30cm を超えないもの 

④ 工事の施行に付随して行われる土石の堆積で、当該工事に使用する土石又は当該工事で

発生した土石を当該工事の現場又はその付近に堆積するものであり、以下のアからオの

すべてを満たすもの 

ア) 「工事の施行に付随して行われる土石の堆積」とは、主となる本体工事があった上で、

当該工事に使用する土石や当該工事から発生した土石を当該工事現場やその付近に

一時的に堆積する場合の土石の堆積です。その際、本体工事に係る主任技術者（建設

業法（昭和 24 年法律第 100 号）第 26 条第１項に規定する主任技術者をいう。以下同

じ。）等が本体工事の管理と併せて一体的に管理するものを指します。 

イ) 「工事に使用する土石」とは、工事で行う盛土や埋立等の恒久物に用いる土石を指し、

工事用道路等の仮設構造物を構築するために用いるものを含みます。 

ウ) 「工事の現場」とは、工事が行われている土地を指します。請負契約図書、工事施工

計画書その他の書類に工事の現場として位置付けられた土地（本体の工事が行われ

ている土地から離れた土地を含む。）については、工事の現場として取り扱います。 

エ) 「工事の現場の付近」とは、本体工事に係る主任技術者等が本体の工事現場と一体的

な安全管理が可能な範囲として、容易に状況を把握し到達できる工事現場の隣地や

隣地に類する土地が該当します。 

オ) 土石の堆積の期間は、原則として本体工事の期間中としますが、土石の搬出先となる

残土処理場や流用先の工事が決まっていて、搬出先の関係等によりやむを得ず本体

工事期間後も土石の堆積を継続する場合は、搬出先への搬入日までを含むものとし

ます。 

⑤ 試験、検査等のための試料の堆積 

⑥ 屋根及び壁で囲まれた空間その他の閉鎖された場所における土石の堆積 

⑦ 岩石のみを堆積する土石の堆積であって勾配が 30 度以下のもの 

⑧ 主として土石に該当しない商品又は製品を製造する工場等の敷地内において堆積された、

商品又は製品の原材料となる土石の堆積（主たる商品又は製品が土石に該当する土質改

良プラント等の工場等について、敷地内において商品又は製品の原材料となる土石を堆

積する場合や、商品又は製品である土石を堆積する場合を除く） 

 

(２) 工事の施行に付随して行われる土石の堆積に関する留意事項 

「(１) 許可・届出を要しない土石の堆積」で「④ 工事の施行に付随して行われる土石の堆積

で、当該工事に使用する土石又は当該工事で発生した土石を当該工事の現場又はその付近に堆

積するもの」に該当する土石の堆積については、許可を要しない条件に合致することを客観的に

確認できるようにするために、本体工事の施行に付随して土石を堆積している事実とともに、本

体工事の名称、管理者の所属、氏名及び連絡先並びに土砂の堆積期間を記した看板を土石の堆積

場所の公衆が見やすい場所に掲示してください。 
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